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浦里小三f:校では 5月28日、恒例の田植えが始まり 30日までの 3日間、学年別に全校児童がこの作業

を体験しました。近年は、機械植えが主流になっている中で、昔ながらの手植えはほとんど見られな

くなりましたが、子どもたちはなれない手つきながらも -生懸命に苗を植えま した。
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市民と市長の日

毎月行っています 「市民と市長の日」

を、来月は 7月 2日(木)午前 9時から正

午まで、市役所3階市長室で行います。

農地問題相談日

「農地問題相談」を7月 1日(水)午前 8

時30分から午後5時まで、市役所2階

農業委員会事務局で行います。
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花
・
果
樹
の
優
良
品
種
を
開
発

農
業
バ
イ
オ

セ
ン
タ
ー
が
完
成

え広報う一ー第 985号

6
月
5
日
の
竣
工
式
(
培
養
増
殖
施
設
前
で
)

市
が
、
市
内
下
之
郷
に
建
設
し
て

い
た

「上
回
市
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
」

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
同
セ

ン
タ
ー
は
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

技
術
を
導
入
し
て
、
花
や
果
樹
の
優

良
品
種
を
開
発
・
増
殖
す
る
施
設
で
、

市
町
村
が
建
設
す
る
の
は
県
下
で
も

初
め
て
で
す
し

市
が
、
市
内
下
之
郷
の
東
山
国
有

林
内
に
建
設
し
て
い
た
「
上
同
市
農

業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー」

が
こ
の
ほ
ど

し
ゅ
ん

完
成
し
、
六
月
五
日
に
竣
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

農
業
振
興
の
核
と
な
る
同
セ
ン
タ

ー
で
は
、
花
と
果
樹
の
主
産
地
形
成

を
目
的
に
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

(
生
物
工
学
)
技
術
を
使

っ
て
優
秀

な
苗
を
育
て
て
、
農
家
に
提
供
す
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
市
町
村
が

こ
の
種
の
施
設
を
建
設
す
る
の
は
県

内
初
で
、

全
国
で
も
あ
ま
り
例
が
あ

り
ま
せ
ん
。

場
所
は
、
自
然
運
動
公
閣
の
東
隣

の
松
林
に
固
ま
れ
た
標
高
五
百
三
十

灯
の
一
帯
で
、
敷
地
面
積
は
約
二

・

五
り
ル
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
木
造
平
屋

建
て
三
百
七
十

一
平
方
灯
の
培
養
増

殖
施
設

一
棟
、
が
ラ
ス
温
室
三
棟、

そ
れ
に
三
千
平
方
山
の
ほ
場
な
ど
を

つ
く
り
ま
し
た
。
総
事
業
費
は
約

一

億
二
千
万
円
。
今
後
は
、
例
上
田
市

地
域
振
興
事
業
団
に
管
理
運
営
を
委

託
し
ま
す
。

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
産

物
の
輸
入
自
由
化
な
ど
で
厳
し
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
だ
け
に
、
各

方
面
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
組

織
培
養
技
術
を
応
用
し
な
が
ら
、
当

面
は
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
、
ト
ル
コ
キ
キ

ョ
ウ
、
ス
タ

l
チ
ス
類
な
ど
の
花
と

巨
峰

(
ぶ
ど
う
)
の
優
良
品
種
を
開

発
・
増
殖
し
ま
す
。

竣
工
式
に
は
、
市
や
信
大
・
農
協

を
は
じ
め
農
家
代
表
な
ど
約
百
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
席
上
、
永
野

市
長
は

「上
田
市
の
産
業
は
、
商
工

業
ば
か
り
で
な
く
、
農
業
も
大
き
な

柱
と
な
っ
て
い
る
。
バ
イ
オ
セ
ン
タ

ー
は
、
農
業
が
さ
ら
に
発
展
す
る
よ

う
に
と
建
設
し
た
。
市
場
の
優
位
性

と
農
業
経
営
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

農業バイオセンター

施設配置図
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各種の実験、研究を行う培地調整兼作業室
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7
月
5
日
告
示
・
ロ
日
投
票

任
期
満
了
に
よ
る
上
田
市
農
業
委

員
会
委
員
の

一
般
選
挙
は
、
七
月
五

日
間
に
告
示
し
、
同
十
二
日
間
に
投

票
を
行
い
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
市
の
区
域
を
八
選

挙
区
(
別
表
)
に
分
け
、
選
挙
区
毎

の
定
数
の
委
員
を
選
挙
し
ま
す
。
投

票
所
は
市
内
三
十
か
所
に
設
置
し
ま

す
が
、
通
常
の
投
票
場
所
と
異
な
る

地
区
も
あ
り
ま
す
の
で
、
入
場
券
で

確
認
し
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
(
投
票
を
行
わ
な
い

場
合
は
、
入
場
券
は
郵
送
し
ま
せ
ん
)

こ
の
選
挙
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
る
ほ
か
、
公
職
選
挙
法
の

一
部

が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
違
反
の
な

い
正
し
い
選
挙
を
行
い
ま
し
ょ
う
0

・
投
票
で
き
る
人

(選
挙
権
)

今
年
三
月
一
一干

一
日
現
在
で
確
定
し

た
「農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」

に
載
っ
て
い
て
、
七
月
十
二
日

(投

票
日
)
現
在
、
上
田
市
に
住
ん
で
い

る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

Tごえ一(3)一一一昭和62年6月16日 広報う

こ
の
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い
人
(
有

資
格
者
で
あ
っ
て
も
、

一
月
に
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

書
を
提
出
し
な
か
っ
た
人
)
は
、
投

票
で
き
ま
せ
ん
0

・
立
候
補
で
き
る
人

(被
選
挙
権
)

立
候
補
で
き
る
人
は
、
昭
和
四
十

二
年
七
月
十
三
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
で
、
原
則
と
し
て
投
票
で
き
る
人

と
同
様
に

「農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
」
に
載
っ
て
い
る
人
で
す
0

・
選
挙
運
動

選
挙
運
動
は
、
立
候
補
届
出
手
続

き
を
終
え
た
後
で
な
け
れ
ば
で
き
ま

せ
ん
。
選
挙
運
動
に
対
す
る
規
制
は

公
職
選
挙
法
の

一
部
が
適
用
さ
れ
ま

す
が
、
農
業
委
員
の
選
挙
と
い
う
性

格
上
、

一
般
の
公
職
選
挙
に
比
べ、

か
な
り
緩
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
事
前
運
動
、
買
収
、
供

応
、
戸
別
訪
問
な
ど
選
挙
の
公
正
、

社
会
秩
序
を
乱
す
よ
う
な
違
反
が
あ

れ
ば
、
当
然
処
罰
さ
れ
ま
す
。

-
立
候
補
届
出
手
続
説
明
会

六
月
二
十
五
日
同
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
市
役
所
四
階
会
議
室
で
、
立

候
補
届
出
手
続
き
説
明
会
を
聞
き
ま

す
の
で
、
立
候
補
予
定
者
は
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。
内
容
は
、
立
候
補
届

出
手
続
き
、
選
挙
運
動
の
方
法
な
ど

で
す
。な
お
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
出

席
者
は

一
立
候
補
予
定
者
に
つ
き
二

名
以
内
と
し
ま
す
。

-
立
候
補
届

七
月
五
日
四
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
、
市
役
所
四
階
選

挙
管
理
委
員
会
(
塩
田
地
区
、

川
西

地
区
に
あ

っ
て
は
各
支
所
)
で
受
け

付
け
ま
す
。
届
出
期
間
は
、
告
示
日

の

一
日
の
み
で
す
。

-
事
前
審
査

届
出
事
務
が
ス
ム

ー
ズ
に
進
行
す

る
よ
う
、
立
候
補
届
の
事
前
審
査
を

七
月

一
日
附
ま
で
選
挙
管
理
委
員
会

で
行
い
ま
す
。

-
不
在
者
投
票

不
在
者
投
票
は
、
七
月
五
日
田
か

ら
七
月
十

一
日

ωま
で
の
問
、
毎
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
、
市
役
所
四
階
選
挙
管
理
委
員
会

で
行
い
ま
す
。
こ
の
際
は
、
印
鑑
と

入
場
券
(
届
い
て
い
る
と
き
)
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
当
日
、
各
投
票
所
に

は
候
補
者
の
氏
名
掲
示
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
候
補
者
名
を
確
認
の
上
、

投
票
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

宮
(⑫

4
1
0
0
内
線
5
7
1

有
線
②
0
9
0
1

農業委員会委員一般選挙の選挙区および定数
選挙区の

選挙区の区域
選挙すべき

区 分 委員の定数

上田市ーの丸、常磐城一丁目、常磐城一丁目、常
磐城三丁目、常磐城四丁目、常磐城五丁目、常磐
城六丁目、緑が丘一丁目、緑が丘二丁目、緑が丘

三丁目、天神一丁目、天神二丁目、天神三丁目、
天神四丁目、大手一丁目、大手二丁目、中央一丁

目、中央二丁目、中央三丁目、中央四丁目、中央
五丁目、中央六丁目、中央東 (住居表示実施前に

大字住吉及び古里であった区域を除く)、 中央北

第 l 区
一丁目、中央北二丁目、中央北三丁目、中央西ー

3人
丁目、中央西二丁目、常国一丁目、常田二丁目、
常国三丁目、材木町一丁目、材木町二丁目 (住居

表示実施前に大字古里であった区域を除く)、 常
入一丁目(住居表示実施前に大字古里であった区

域を除く)、 踏入一丁目、踏入二丁目 (住居表示
実施前に大字国分であった区域を除く)及び国分

一丁目 (住居表示実施前に大字国分であった区域
を除く)並びに大字常入、上田(旧上田市)、 常磐
城、秋和、上塩尻及び下塩尻の区域

上田市踏入一丁目 (住居表広実施目IJに大字国分で

第 2区
あった区域)及び国分一丁目 (住居表示実施前に

5人
大字国分であった区域)並びに大字大屋、岩下、
蒼久保、国分、芳田、林之郷、殿城及び漆戸の区域

上田市中央東(住居表示実施削に大字住吉及び古

里であった区域)、材木町二丁目 (住居表示実施前
第 3区 に大字古里であった区域)及び常入一丁目 (住居 4人

表示実施前に大字古里であった区域)並びに大字
上野、古里、上田(旧神科村)及び住吉の区域

上田市大字小牧、諏訪形、御所、中之条、上田原、
第 4 区 下之条、神畑、築地、小泉 (字日向、和合、町小 5人

泉及び横山を除く)、 福田及び吉田の区域

第 5区
上田市大字十人、新町、目IJ山、手塚、山田、野倉

3人
及び別所温泉の区域

第 6区
上田市大字本郷、五加、中野、小島、保野、舞田

3人
及び八木沢の区域

第 7区 上田市大字富士山、古安曽及び下之郷の区域 3人

上田区大字浦野、岡、仁古田、越戸、上室賀、下
第 8区 室賀及び小泉(第 4区の小泉に属する区域を除く) 4人

の区域
p疋ムー・ 数 30人
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姉
妹
都
市
親
善
の
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
も
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
る
よ

!

う
お
願
い
し
ま
す
。

連
を
つ
く
つ

て

一
「
連
」
の
申
し
込
み

参
加
し
よ
う

7
月
4
日
ま
で
に

市
民
の
夏
祭
り

「
上
田
わ
っ
し
ょ

い
」
は
、
今
年
で
十
六
回
目
を
迎
え

ま
す
。
七
月
二
十
五
日
出
の
夜
は
、

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く
お
過
ご
し
く

え広報う

~I 

一ー第 985号

が石t だ
町今さ
祭か回い
りらは。
に岡丁
参民姉
加 号妹
すの都
る一市
予行の
定百兵
で二庫
す十県
。人出L

参
加
す
る
「
連
」
の
申
し
込
み
受

付
は
、
六
月
二
十
日
出
か
ら
七
月
四

日
出
ま
で
で
す
。
自
治
会
、
職
場
な

ど
で
踊
り
連
、
み
こ
し
連
、
太
鼓
連

を
つ
く
っ
て
、
官
製
は
が
き
(
左
記

参
照
)
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、

「灯
ろ
う
」
は
実
費
で
お
分
け

し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
連
は
参

加
申
し
込
み
の
際
、
は
が
き
に

「灯

ろ
う
希
望
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い

七
月
四
日
の
申
し
込
み
締
切
日
を

過
ぎ
て
か
ら
の
申
し
込
み
は
、
連
の

出
発
場
所
の
関
係
か
ら
受
け
付
け
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
課
(
宮

⑫
4
1
0
0
内
線
6
0
8
)
へ
。

tJ> !更 1.:1 カ_:，.

園 回国回一口口

格4い 上
田 田
市 市

仮 空大手
事部ム
務 観 11

所
光の

イ丁
課 16
内

人連
数名
お 「

(と
中な
学
生
J..:.，I. 

上

L 

恥
こ
札

・
太

鼓

)名

団
体
名

代
表
者
名

住
所
電
話

本い
7月25日(土)に開催

小
学
生

名

市
は
、
昨
年
度
か
ら
「
広
報
モ
ニ

タ
ー
制
度
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
今
年
度
の
広
報
モ
ニ
タ

ー

(二
十
名
)
が
次
の
と
お
り
決
ま

り
、
六
月

一
日
に
第
一

回
目
の
会
議

が
開
か
れ
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
広
報

に
対
す
る
意
見
、
要
望
な
ど
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
、
市
民
参
加
の
広
報
紙

づ
く
り
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

(
敬
称
略
・
五
十
音
順
)

マ
岩
下
弘
子
(
鎌
原
)

マ
大
口
義

明
(
手
塚
)
マ
太
田

厚

(
諏
訪
部
)

マ
岡
津
あ
き
(
川
辺
町
)
マ
神
村

猛
(
中
村
)
マ
香
山
俊
雄
(
岩
門
)

マ
甲
田
ゆ
か
り
(
川
辺
町
)

マ
楼
井

豊
樹
(
小
牧
)

マ
新
海
義
人
(
緑
が

丘
西
)
マ
滝
津
美
智
子
(
上
川
原
柳

町
)
マ
中
川

明
(
中
之
条
)

マ
長

谷
川
義
明
(
小
泉
)

マ
林

た
け
子

(
浦
野
)

マ
平
山
美
代
子

(
緑
が
丘

西
)
マ
藤
津
敏
子
(
材
木
町
)
マ
古

川
玲
子

(
中
常
国
)

マ
古
畑
金
吾
(
緑

が
丘
北
)
マ
宮
下
正
公
(
上
常
国
)

マ
安
岡
荘
敬
(
新
田
)

マ
横
関
久
雄

(
御
所
)

広
報
モ
ニ
タ
ー決
ま
る



第 985号一ー

皆
さ
ん
、
保
健
補
導
員
っ
て
知
っ

て
い
ま
す
か
。
保
健
補
導
員
は
、
地

域
の
人
た
ち
の
健
康
を
守
る
大
切
な

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
上
田

市
に
は
三
百
十
三
人
の
保
健
補
導
員

が
市
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
意
外
に
知

ら
れ
て
い
な
い
保
健
補
導
員
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

Tご

最
初
は
母
子
保
健
推
進
員

上
田
市
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
に

母
子
保
健
推
進
員
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
最
初
は
、
婦
人
民
生
委

員
に
お
願
い
し
て
乳
児
健
診
の
通
知

な
ど
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
脳
卒
中
県
で
あ

る
と
い
う
汚
名
を
返
上
し
よ
う
と
、

県
を
あ
げ
て
成
人
病
予
防
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
、
昭
和
五
十
三
年
か

，ダ

答
じ
で
す
ガ

え

パト

一(5)一一一昭和62年6月16日 広報う

わ
れ
て
い
ま
す
。
従

っ
て
、
成
人
病

を
予
防
す
る
に
は
、

一人
ひ
と
り
が
自

分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

地
域
ぐ

る
み
で
健
康
な
町
づ
く
り
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

健
康
を
守
る
た
め
の
仕
事
を
す
る
の

が
保
健
補
導
員
で
す
。

大
切
な
パ
イ
プ
役

保
健
補
導
員
は
、
妊
婦
か
ら
赤
ち

ゃ
ん
、
子
ど
も
、
成
人
か
ら
お
年
寄

ら
母
子
保
健
だ
け
で
な
く
、
成
人
は

じ
め
す
べ
て
の
保
健
予
防
活
動
を
積

極
的
に
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
名
前
も
新
し
く
「
保
健
補

導
員
」
と
変
わ
り
ま
し
た
。

健
康
な
町
づ
く
り

の
た
め
に

最
近
の
死
亡
原
闘
の
六
十
五
u
h
は、

脳
卒
中
、
が
ん
、
心
臓
病
な
ど
の
成

人
病
で
す
。
成
人
病
は
、
長
い
聞
の

生
活
習
慣
に
よ
る
も
の
が
多
い
と
い

り
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
健
康
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
、
心
配
な
こ
と
、

闘

っ
た
こ
と
が
あ
れ
は
、
市
の
保
健

婦
に
連
絡
を
と
り
ま
す
。
ま
た
、
市

の
保
健
事
業
が
地
域
全
体
に
ス
ム

ー

ズ
に
行
き
渡
る
た
め
の
協
力
者
で
も

あ
り
ま
す
。
主
な
仕
事
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

マ
月
に

一
刷
、
健
康
や
病
気
に
つ
い

て
の
勉
強
を
し
ま
す
。

マ
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
す
べ
て
の
妊
婦
の
家
庭

を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

マ
乳
幼
児
健
診
の
受
け
付
け
を
手
伝

い
ま
す
。

マ
い
ろ
い
ろ
な
検
診
の
受
診
を
勧
め

て
い
ま
す
。
(
大
腸
検
必
で
は
、
容
器

を
配
っ
た
り
集
め
た
り
も
し
ま
す
)

マ
年

一
回
、
各
自
治
会
で
健
康
相
談

健
康
教
室
を
聞
き
な
す
。

マ
寝
た
き
り
に
な
り
そ
う
な
病
人
が

出
た
ら
、
い
ち
早
く
保
健
婦
に
連
絡

し
ま
す
。

そ
の
他
、
虫
歯
予
防
運
動
、
母
性

保
護
の
た
め
に
家
族
計
画
運
動
の

一

端
も
担

っ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て

保
健
補
導
員
は
、
自
治
会
長
の
推

薦
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
任
期
は
二
年

で
す
。
活
動
す
る
と
き
は
、

「
保
健
補

導
員
」
と
い
う
名
札
を
胸
に
つ
け
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
宅
に
伺
い
ま

し
た
ら
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
健
診
や
予
防
接
種

な
ど
健
康
に
つ
い
て
の
ご
相
談
が
あ

り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

抜
き
と
ろ
う
/

大
麻
草
(
あ
さ
)

今
年
も
植
物
の
繁
茂
期
を
迎
え
、

全
国
い
っ
せ
い
に
「
大
麻
・
け
し
の

撲
滅
運
動
」
が
六
月
十
六
日
か
ら
七

月
十
五
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
麻
草
は
繁
殖
力
が
強
く
、
ど
ん

な
土
地
に
も
生
え
野
性
化
し
ま
す
。

、
」
れ
を
悪
用
す
る
と
吐
き
気
や
め
ま

い
な
ど
が
し
、
と
き
に
は
精
神
異
常

を
お
こ
し
、
無
意
識
の
う
ち
に
暴
力

を
ふ
る
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

〈
大
麻
草
(
あ
さ
)
の
特
徴
〉

①
全
体
に
青
く
さ
み
が
あ
る
。

②
縦
に
溝
が
通
っ
て
お
り
、
大
さ

は
親
指
は
ど
に
な
る
。
高
さ
は

一
灯

か
ら
二

・
五
口
ぐ
ら
い
。

③
葉
は
二一

i
九
枚
の
小
葉
が
集
ま

り
手
の
ひ
ら
の
形
を
し
て
い
る
。
小

葉
は
ノ

コ
ギ
リ
の
葉
の
よ
う
に
切
れ

こ
み
先
端
が
と
が

っ
て
い
る
。

畑
、
山
林
、

土
手
、
墓
地
な
ど
に

大
麻
草
が
生
え
て
い
た
ら
、
全
部
抜

き
と
っ
て
焼
き
捨
て
る
か
、
土
の
中

に
埋
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

よ
日
保
健
所
環
境
衛
生
課

1
2
6
0
内
線
2
3
6
)

へ
(
宮
⑫



広報うえだ 昭和62年6月16日一一一一(6)ー

市では、市民の皆さんに市の財政状

況を理解していただくため、毎年上半

期と下半期の 2回、定期的に内容を公

表しています。

今回の内容は、昭和61年度下半期に

おける会計別の執行状況ならびに地方

債現在高、一時借入金額、市有財産の

状況です。 (昭和62年 3月31日現在)

⑧万円未満は四捨五入しであります。

一一第 985号

昭和61年度下半期(10月，...，3月)

の
ケ
番
寸

ふ
5
ム
$o
hルホ

一般会計は・・・

その他 11傭7.475万円(54.0%)

-一ー

分担金及び負担金 6傭9.942万円(93.0%)

県支出金 11億2.364万円(51.3%)

地方受付税 12億6.918万円(102.3%)

諸収入 16億8.108万円(10.9%)

市 債 17億3.510万円(30.4%)

国庫支出金 17傭7.880万円(79.6%)

市 税

121億7.484万円(98.4%)
i 

予算現額 220億5，209万円

収入済額 180億1，433万円

収入率 81.7% 

予算現額

する収入

執行率の

旨
消防費 6傭8.110万円(97.2%)

衛生費 12億3.133万円(96.1%)

商工費 18傭4.593万円(98.0%)

公債費 21傭8.679万円(99.3%)

農林水産業費 24億3.103万円(65.7%)

教育費 25傭6.170万円(89.1%)

総務費 27億5.289万円(94.8%)

土木費 34億5.811万円(61.8%)

民生費 42億9.601万円(88.3%)

長

予算現額 220億5，209万円

支出済額 188億 984万円

執行率 85.3% 



企市民の森公園のチビッコ広場

公営企業会計は・・・
収 入 支 出

収益的収支

企業名 (予算現額) (予算現額)

(収入済額) (支出済額)

産院事業
2億1，489万円 2億1，489万円
ーー一一一ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー

2億 553万円 2億 933万円

14億6，328万円 14億5，854万円
水道事業 ーーーーーーーーー一一一 ーーーーーー一一一一ーー司

15億2，380万円 14億3，181万円

収 入 支 出

企業名 (予算現額) (予算現額)

資本的収
(収入済額) (支出済額)

産院事業
312万円 929万円

ーーー一一ーーーーー ー-

834万円312万円
支 5億1，633万円 7億3，457万円
水道事業

5億2，902万円
ーーー-- --ーーーーー-

7億2，116万円

-収益的収支…

事業の経常的な経営活動の収入支出を示

広報うえだ 第 985号令一一

特別会計は・・・

予算現額 収入済額 支出済額

園民健康保険事業 42億8.592万円 35億3，845万円 37億2，702万円

安通災害共済事業 3，567万円 3，575万円 3，515万円

皇室警官諸霊 5億6，985万円 l億9，338万円 5億6，588万円
土地取得事業 2億7，057万円 2億7，057万円 l億5，384万円

公共下水道事業 23億5，330万円 5億9，830万円 12億3，081万円

老人保健事業 38億7，363万円 33億4，472万円 35億6，492万円

福祉事業
センタ一事業

塩固有線放送
電話事業

腹業集落~~~主事業

1億1，959万円 1億1，530万円 1億1，745万円

5，211万円 4，729万円 4，789万円

1，868万円 o 283万円

合 計 115億7，932万円 81億4，376万円 94億4，579万円

すもの i 地方債現在高
・資本的収支…

将来の経営活動に備えて行う建設改良、 ; 一般会計 165億4，840万円

現在の経営活動に用いられている施設に: 特別会計 63億9，801万円

かかる企業債などの収入支出を示すもの( (合計) 229億4，641万円

一時借入金

現在高

24イ意円

-有価証券
4，468万円

-土地
166万3，548m

-山林
1，668万2，383ni

-住宅
(敷地)22万7，350m
(建物) 5万9，207m

村間人

市
有
財
産
の
状
訴
は
・



だ 昭和62年6月16日一一一(8)ー

「
海
の
家
を
」

浜
一
生

』
コ
一
じ
じ

壬一
A

【月

開
設
し
ま
す

「
上
田
市
海
の
家
」
を
今
年
も
七

月
一
日
附
か
ら
八
月
三
十

一
日
働
ま

で
、
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

〈
開
設
場
所
〉

マ
谷
浜
海
岸

l
旅
館
「
飯
田
屋
」
(
新

潟
県
上
越
市
長
浜

二
二
五
・

8
0
2

5
5
⑩
2
1
0
1
)
 

マ
能
生
海
岸

1
民
宿
「
ま
る
き
ゅ
p

之
(
新

潟
県
能
生
町
東
小
町
七
二

一
一
・
2

0
2
5
5
⑬
2
8
8
2
)
 

え広報う

〈
申
し
込
み
〉

ω宿
泊
、
日
制
り
と
も
電
話
で
直
接

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
(
例
年
、
七
月

下
旬
か
ら
八
月
上
旬
は
利
用
者
が
集

中
し
ま
す
)
間
予
約
取
り
消
し
の
場

合
も
、
早
め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、

「ま
る
き
ゅ
う
」
を
日
帰

り
で
利
用
す
る
場
合
は
、
直
営
の
浜

茶
屋
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
浜
茶
屋
の
利
用
券
を

市
役
所
生
活
環
境
謀
、
各
支
所
、
各

公
民
館
で
配
布
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

生
活
環
境
課

告(⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

買
い
物
客
も
相
談
に

一ー第 985号

「水道なんでも相談」が 6月 7日、海

野町日曜広場で行われました。これは、

水道週間(6月 1日-7日)に合わせて

聞かれたもので、真夏を思わせる炎天下

のもと、買い物客などが相談に訪れてい

ました。

利用料金 利用時間

宿泊
大人4，300PJ 午fi色11埼~

飯佐|崖
2食付) 子ども4，000円

~ 日今前 101時

日事向な} リ 大人 800P-J 午前101昨~
(食し) 子ども 6001lJ 

今f五4肘I

まるきゅう
宿(2食1，J泊) 大人4，200PJ 子ども3，700PJ ij'tF-- ~午日iiijlOU寺

日事州なi り 午前6時_LI後51時
(食 し)大人 600PJ 子ども 400ドj

(浜茶屋利月lです}

「海の家」料金と利用時間

あの烏はなんて名前?
塩田公民館主催の探鳥会が、 6月 7日の早

朝に聞かれました。親子連れなど約30人の参

加者は、自然運動公園を出発して須川まで、

講師の説明を聞きながら登りましたが、途中

ではムクドリ、シジュウカラ、オオヨシキリ

など委文多くの野，鳥を石在言忍することカずできまし

fこ。

iW過時間については、割り増し料金となることもあります。

マ
田
中
芳
国
様
(
城
北
)
乳
母
車

一

台
乳
児
院
入
所
児
へ

マ
匿
名
四
千
九
百
八
十
七
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
清
水
国
太
郎
様
(
桜
台
)
本
十
五

冊
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
へ

マ
倣
金
沢
宮
ん
様
(
上
紺
屋
町
)

一
万
円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金

と
し
て

マ
新
井
タ
ツ
エ
様
(
大
屋
)
四
千
八

百
四
十

一
円
交
通
安
全
事
業
に

マ
緑
の
会
様

三
万
円
社
会
福
祉

基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
宮
原
久
様
(
石
神
)
五
千
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
上
田
市
に
時
刻
を
語
る
彫
刻
を
贈

る

会

様

彫

刻

一
点

上

回

公

園

前

通
り
に
設
置

簡
易
保
険
・
郵
便
年
金

積
立
金
還
元
融
資

農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー

な
ど
が
完
成

上
町
市
が
、
昭
和
六
十

一
年
度
に

簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
積
立
金
還
元

融
資
を
受
け
て
行

っ
た
事
業
は
、
次



第 985号ー一

¥歩く旅コ

楽しんで-一

塩田平に歩く旅のコースをつくろうと、 6

月 2日から 3日間、 「日目和の街道づくり研修

会」が別所温泉センタ ーで聞かれました。 王

催は、上田市観光協会と別所温泉観光協会。

この街道づ、くりは、 名所、 11::1跡を中心とした

歩く旅のモデルコースをつくるのがねらい。

2日目には、参加者22人で別所温泉周辺の約

9キロを歩き(=写真)、観察の仕方、地区|の作

り方ーなど、講師から指導を受けました。

大人顔まけの技術

「交通安全子供自転車上田地区大会」が

6月 7日、市民体育館で行われました(上

回交通安全協会主催)。市内では、西小学校

が参加し、日ごろの技を競いました。この

大会は、学科と実技を通して、児童たち巳

安全への関心を高めてもらうのが目的で、す。

目立ちます/空き缶のポイ措て

最近、道路などでは空き缶の投げ捨てが

大変多く、美観を著しく損ねています。司i

では 5月31日、各自治会の協力を得て、道

路の空き缶を一斉に似集しました。また、

上田駅前でも投げ捨てを防止しようと、チ

ラシを配布しました(=写真)。

の
と
お
り
で
す
。

マ
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業

マ
塩
田
平
県
営
か
ん
が
い
排
水

事
業

(
負
担
金
)

マ
千
曲
町
団
地

建
設
事
業
(
昭
和
六
十
1
六
十

一
年

度
継
続
事
業
)

マ
都
市
計
画
事
業

(
秋
和
上
堀
線
・
上
町
駅
大
星
線
)

マ
常
国
川
改
修
事
業

マ
道
路
整
備

事
業

(
中
之
条

一
四
号
線
・
塩
田
三

号
線
)

マ
第
六
中
学
校
校
舎
新
築

事
業

(
昭
和
六
十

一
1
六
十
二
年
度

継
続
事
業
)

マ
第
二
中
学
校
給
食

受
入
室
改
築
事
業
な
ど

国民年金積立金還元融資

デイ・サービスセンターなどが完成

上田市が、昭和61年度に国民年金積立金還

元融資を受けて行った事業は、次のとおりてい 却日h

す。 匂帯懇務掛

0デイ・サービスセンター建設事業 冬ぎ吹聴

0)11辺町児童センタ ー建設事業 メ勅勘定式
0神)11小学校夜間照明施設建設事業 一 JJ礼ぷ
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お知らせ盲
導
犬
を

え広報う

お
貸
し
し
ま
す

上
回
点
字
図
書
館

宮
⑧
1
9
7
5

市
で
は
、
視
覚
障
害
者
の
生
活
闘

を
拡
大
し
、
自
立
更
正
と
社
会
復
帰

を
促
進
す
る
た
め
、
盲
導
犬
貸
与
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

視
覚
障
害
者
に
と

っ
て
、
行
動
の

自
由
は
社
会
的
自
立
の
た
め
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
盲
導

犬
は
、
視
覚
障
害
者
の
歩
行
を
安
全

か
つ
容
易
に
す
る
た
め
に
特
別
に
訓

練
さ
れ
た
犬
で
あ
り
、
盲
導
犬
の
使

用
に
よ
っ
て
大
き
な
行
動
の
自
由
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
度
も
次
に
よ
り
、

貸
与
を
行

一一第 985号

「第オ固域南地区チャレンジ広場Jガ5
J月24日、南小学板の体育館などで聞かれま

:し疋。自分の体力を知って、健康管理に役

i立ててもらうのがねらいで、参加者疋ちは
;体力測定 (=写真〉、スマイルボーリング¥

:マレットコ勺ルフなどに挑戦しまし定。

い
ま
す
。

マ
貸
与
条
件
①
視
覚
障
害

一
級
で

十
八
歳
以
上
の
在
宅
者
②
現
に
職
に

就
い
て
い
る
か
、
近
く
職
に
就
く
こ

と
が
確
定
し
て
い
る
人
で
、
盲
導
犬

を
有
効
に
利
用
で
き
る
人
③
盲
導
犬

訓
練
所
(
和
歌
山
県
)
で
約

一
か
月

間
の
合
宿
訓
練
を
受
け
ら
れ
る
人
④

本
人
が
飼
育
可
能
で
あ
る
こ
と
(
え

さ
代
な
ど
で
月
約

一
万
二
千
円
の
負

担
に
な
り
ま
す
)

マ
貸
与
頭
数

一
頭

マ
申
し
込
み
七
月
十
五
日
制
ま
で

に
上
回
点
字
凶
書
館
(
材
木
町

一
ーl

一一
ーー
五
)

へ

七
月

一
日
は

「国
民
安
全
の
日
」

で
す
。
こ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
の
日

常
生
活
の
安
全
を
脅
か
す
、
産
業
災

害
、
交
通
事
故
、
火
災
な
ど
の
発
生

を
未
然
に
防
止
し
よ
う
と
い
う
の
が

こ
の
日
の
ね
ら
い
で
す
。

最
近
の
安
全
施
設
な
ど
の
整
備
や

安
全
機
器
な
ど
の
発
達
に
は
、
目
を

み
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
依
然
と
し
て
い
向
い
の

が
現
状
で
す
。

特
に
、
子
ど
も
や
老
人
の
火
災
と

交
通
事
故
に
よ
る
被
害
が
多
く
、
ま

こ
と
に
憂
う
べ
き
状
態
で
す
。
比
較

的
安
全
だ
と
見
ら
れ
が
ち
な
家
庭
内

で
も
、
乳
幼
児
・
老
人
の
ベ
ラ
ン
ダ

や
階
段
か
ら
の
墜
落
、
幼
児
の
浴
槽

で
の
で
き
死
の
ほ
か
、
住
居
の
火
災
、

ガ
ス
爆
発
、
ガ
ス
中
毒
に
よ
る
事
故

死
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

す
べ
て
の
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
気
の

ゆ
る

み
が
原
凶
で
す
。
国
民
の
す
べ
て
が

ル
l
ル
を
守
り
、
事
故
防
止
に
対
す

る
気
構
え
を
も
つ
よ
う
に
習
慣
づ
け

(6月7日現在)不用品登録情報(主なもの)

三
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま

(希望価格引 ゆずってください

無料ベビー用体重計

歩行器 11 電気力一ベット (2畳用)

ゆりかご(プラスチック) 1，000円|電気掃除器
500円|婦人用自転車(24インチ以上)
1，500円|子供用 11 (20インチ以上)

ゆずります

乳母車

11 

電気のかさ

バイクヘルメ ット(L) 

(M) 

都市ガス用瞬間湯沸器

7'口パンガス炊飯器(5合用)
学生服(中 1女子)

剣道用具一式(小4""'6年)

" 

で
の
人

マ
内
容
①
健
康
度
測
定

1
検
尿
、

身
長
・
体
重
計
測
、
問
診
、
血
液
検

査
、
眼
底
検
査、

心
電
図
、
診
察
、

血
圧
測
定
、
脈
拍
②
休
養
診
断
、

栄
養
診
断
③
栄
養
、
運
動
、
休
養

に
関
す
る
個
人
相
談
、
講
話
④
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
(
十
五
分

間
歩
行
)

マ

料

金

四

千

七

百
二
十
円

マ
申
し
込
み
七
月
十
三
日
側
ま
で

に
上
回
保
健
所

へ。

定
員一
二
十
人
に

な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

オルガン

編み機

パンこね機

。じゅうぶんに活用できる不用品は、

ま
し
ょ
、
っ
。

健
康
増

を
実
一

上
田
保
健

宮
(
⑫

1

2

マ

と

き

七

月

二
十
三
日
同
・

午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
三
時

マ
と
ニ
ろ
上
回
保
健
所
(
上
回
合

同
庁
舎
)

マ
対
象
者

ト』

4
3

・
・
」
，
aEa

以

咽

ジ

ト

『

川

仁

器

ン

ツ

L

h

v

康

)

レ

べ

ト

さ

ル

瞳

位

用

ト

ル

ツ

箱

ト

ブ

附

坪

セ
ス
ツ
。
フ
ベ
な
ツ
一
が
半

カ

ガ

マ

ダ

ル

だ

セ

テ

さ

(

ジ

市

折

ミ

ブ

器

接

堂

ら

置

ラ

都

三

セ

ダ

食

応

食

ぶ

物

円

円

円

円

円

円

円

一

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
一

円

U
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
一

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
一

q
d
F
o
q
d
q
d
F
b
司

4
n
U

どんなものでも登録しましょう。

く〉ゆずりたい品物、ゆず‘ってほしい品物がありましたら、

生活環境課 (ft⑫4100内線301)へお気軽にご連絡を。
く〉紹介後のトラ ブルなどについては、 責任を負いかねます

のでご了承ください。
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長
野
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

技
能
講
習
会
を
聞
き
ま
す

長
野
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

宮

0
2
6
2
⑬
2
9
3
3

長
野
技
能
開
発
セ

ン
タ
ー

(長
野

市
吉
田
)
で
は
、

一
般
成
人
者
を
対

象
に
技
能
向
上
の
た
め
の
講
習
を
次

に
よ
り
行

っ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
お
早
め
に
同
セ

ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
、
講
習
開
始
の

一
か
月

前
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

マ
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
(
M
C
)
・

中
級
リ
七
月
二
1
五
日
・
午
前
九

時

1
午
後
五
時

(
以
下
時
間
す
べ

て
同
じ
)
、
定
員
五
人
、
受
講
料
三

千
円

マ
電
気
工
事
士
受
験
準
備
(
実
技
)

リ
①
七
月
十

一
・
十
二
日
、
定
員

二
十
五
人
、
受
講
料
二
千

円

②

七
月
十
八
・
十
九
日
、
定
員
二
十

五
人
、
受
講
料
二
千
円

マ
自
家
用
自
動
車
の
点
検
と
整
備
H
H

七
月
二
十
五
・
二
十
六
日
、
定
員

十
人
、
受
講
料
二
千
円

マ
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
l
(基

礎
)

H
H
七
月
二
十
五
・
二
十
六
日

と
八
月

一
・
二
日
、
定
員
三
十
人
、

Tごえ一(11)-一昭和62年6月16日 広報う

受
講
料
二
千
円

通
信
講
座
の

受
講
生
を
募
集

県
で
は
、
通
信
講
座
の
受
講
生
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
応
募
資

格
は
、
十
八
歳
以
上
の
県
内
居
住
者

で
、
一

人

一
講
座
に
限
り
ま
す。

精
神
障
害
者
家
族
会

勉
強
会
を
聞
き
ま
す

と
き
:
・
七
月
三
日
働
・
午
後

一
時

三
十
分
か
ら
同
四
時
ま
で

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
福
祉
会
館
(二
階
)

講
師
・
:
千
曲
荘
病
院
長
遠
藤
利
治

さ
ん

内
容
・
:
お
話
「
回
復
の
た
め
の
家

庭
で
の
か
か
わ
り
方
」
、
相
談

問
い
合
わ
せ
:
・
山
び
こ
の
家
宮
⑫
9

0
5
6
 

-----------、!
物価通信講座 消費生活ホーム講座

約 7か月 約 5か月
学習期間

( 8月~翌年 2月) (10月~翌年 2月)

「くらしと物価」 「暮らしと消費者問題」

内 公'"マi テキス 卜によ る学習 などテキス 卜による学

習

募集 期間 7 月 1 日 (本)~同25 日w 7月 1 日 (水)~ 8月20日(木)

募集 人員 100人 200人

はがきに、 ①物価通信 往復はがきに、 ①消費

講座受講希望②住所・ 生活ホーム講座受講希

氏名 ・年齢・職業 ・電 望②住所・氏名・年齢・

話番号・郵便番号を記 職業・電話番号③(返信

申し込み 入し、下記へ。 用はがきの表)郵便番

干380長野市県庁生活 号 ・住所・氏名を記入

環境部県民生活課 し、下記へ。

〒386上田市材木町

1-2-6 

問い合わせ
県庁県民生活課 県上田消費生活セ ンタ

宮0262⑫0111内線2407 一宮⑫8517

通信講座募集要項

ワ月の乳幼児健康診査
...受付時間…いずれも午後 1 時~ 2 時。砂持ち物…母子

健康手帳、パスタオル(4・10か月児)、歯ブラ シ(1歳 6か月

児)。また、1歳6か月児と3歳児は赤ち ゃん手帳の中にある健

康診査票を記入してお持ちください。

AE 、 場 健 三rJ;::ゐ~ 実施日 士ナ 象 児

4か月児
7月2日 62年 2 月 16 日 ~ 2 月 28 日生

7月24日 62年 3 月 1 日 ~ 3 月 15 日生

10か月児
7月7日 6 1年 8 月 16 日 ~ 8 月 3 1 日生

上田市保健セ ンタ ー
7月29日 6 1年 9 月 1 日 ~ 9 月 15 日生

(市役所南庁舎2階) I歳6か月児
7月1日 60年 1 2 月 16 日 ~ 1 2月 31 日生

7月22日 61年 1 月 1 日 ~ 1 月 15 日生

3歳児
7月9日 59年 6 月 1 日 ~ 6 月 15 日生

7月31日 59年6月16日 6月30日生

塩田母子健康セ ンター
4か月児

7月14日
62年 2 月 16 日 ~ 3 月 15 日 生

(塩田地区)
10か月児 61年 8 月 16 日 ~ 9 月 15 日 生

1歳6か月児 7月28日 60年 11 月 1 6 日 ~ 61年 l 月 1 5 日生

川西社会福祉セ ンター
4か月児 62年 2 月 16 日 ~ 3 月 15 日生

(川西地区)
10か月児 7月8日 61年 8 月 16 日 ~ 9 月 15 日生

1歳6か月児 60年12月16日 61年1月15日生
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ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

マ
対
象
者

①
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

六
十
二
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
ど
も
さ
ん
、
四
歳
未
満
で

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を

一
回
も

受
け
て
い
な
い
子
ど
も
さ
ん

②
四
歳
未
満
の
子
ど
も
さ
ん
で
、

前
回
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
で

は
陰
性
と
判
定
さ
れ
た
が

B
C
G
接

種
を
受
け
て
い
な
い
子
ど
も
さ
ん
九た

だ
し
、

四
歳
以
上
で
未
接
種
の
子
ど

も
さ
ん
は
、
小
学
校
一
年
生
の
と
き

B
C
G予
防
接
種

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

「
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
」
と

「
B
C
G
予
防
接
種
」
を
別
表
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

学
校
で
実
施
し
ま
す
)

マ
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票

(赤
ち

ゃ
ん
手
帳
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。
会

場
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
)

マ
注
意
事
項

赤
ち
ゃ
ん
手
帳
の
な
か
に
予
防
接

種
を
受
け
る
前
、
受
け
た
後
の
注
意

事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
読
み
く

だ
さ
い
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
た
子

ど
も
さ
ん
は
、
二
週
間
を
経
過
し
て

実施日

会場名 ツベル査応ク 判B定CG -
対象地区

検リン反

川 辺 町 会館
3月6 0 月7 2 

川辺・泉田(上田原・ 川辺町・倉升・神畑・ 下之条・築

地・東築地・半過 ・福田・吉田)

神川地区公 民館 収回) 同日
神川の一部(大屋・岩下 ・みすず台南・みすず台北・上

沢)

上野が丘公民館
同月日7 嗣月日7 3 

神科の一部(畑山・伊勢山・富士見台・神科新屋・野竹

-西野竹・笹井・川原・染屋)

塩田母子健康センター 中塩田・別所地区

上野が 丘公民 館 7 
月9 7 
豊殿地区

月7 神科の一部(岩門・蛇沢・金井・山口・大久保・長島・金剛寺)

神川地区公民館 附日 同日
神川の一部 (下青木・ 上青木 ・梅が丘 ・久保林・黒坪・

国分 ・下堀 ・上堀)

北部 (上川原柳町・ 下川原柳田I・愛宕町・上鍛冶町・鍛

7 7 冶町・上房山・下房山・柳町・新田・上紺屋町)

上田市保健セ ンター 月8 1月0 西部 (下紺屋町・鎌原・西脇・新聞J.諏訪部 ・生塚・常
(市役所南庁舎2階)

体自) 幽日
磐町・緑が丘・新屋 ・緑が丘北・緑が丘西・城北)

塩田母子健康センター 東塩田・西塩団地区

東部 (踏入 ・泉町・ 上常田・中常国・下常国・北常国・

上田市保健センター 7 
1月7 7 

材木町・ 常入)

(市役所南庁舎2階) 1月5 中央 (横町・海野町・原町・袋町・馬場町・田町・丸堀

体自) 樹日
-木町・北大手)

三 好町会館
城下 (小牧 ・諏訪形・ ニ好町・御所・中之条・ 千曲町・

中村・朝日ケ丘・ 須)11)

上田市保健センター 7 7 
南部 (南天神町・泉平・北天神町・松尾町・ 鷹匠町・本

(市役所南庁舎2階) 2月1 2月3 
田J.末広町・大手町)

b日k) 同日
塩尻 (秋和・上塩尻・下塩尻)

川西社会福祉センター 川西地区

上田市保健セ ンター 7凶/28 7/同30 再検日 (今回ツベルクリン反応が陽性・疑陽性者)

(市役所南庁舎2階)

ツベルクリン反応検査、判定・ BCG接種目程表

※時間は各会場とも午後 1時30分から 2時30分まで

※駐車場が狭いため、車での来庁はご違慮ください。

か
ら
お
受
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

B
一

C
G
予
防
接
種
を
受
け
た
子
ど
も
さ
…

ん
は
、

一
か
月
間
ほ
か
の
予
防
接
種
υ

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
c

マ

そ

の

他

…

今
回
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
…

の
結
果
、
陽
性
・
疑
陽
性
者
に
は
再
一

検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
…

七
月
二
十
八
日
に
再
び
ツ
ベ
ル
ク
リ
一

ン
反
応
検
査
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

訂
正
お
わ
び

「広
報
う
え
だ
」
六
月

一
日
発
行
・

第
九
八
四
号
の
十
ペ

ー
ジ
、

「児
童

電
話
に
よ
る
心
の
健
康
相
談

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
ノ
イ
ロ

ー

ゼ
や
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
に
悩

む
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
県
精
神
衛

生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
心
の

悩
み
を
持
つ
人
の
た
め
に
、
電
話
に

よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日

時

マ

毎

週

月

曜

日

l
午
前
九

時

1
正
午
マ
毎
週
金
曜
日

l
午

前
九
時

1
午
後
四
時
(
た
だ
し
、

祝
日
は
除
き
ま
す
)

電
話
番
号

0
2
6
2
⑫
3
6
2
6

手
当
の
現
況
届
」
の
所
得
制
限
限
度

額
表
(
所
得
額
)
が
誤

っ
て
い
ま
し

た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
わ
び

し
ま
す
。

扶養親族 児童手当 特例給付

等の数 所得額 所得額

(人) (万円) (万円)

。 141.6 333.5 

l 17l.6 363.5 

2 201.6 393.5 

3 231.6 423.5 

4 261.6 453.5 

5 291.6 483.5 

6 321.6 513.5 

7 351.6 543.5 

8 381.6 573.5 

所得制限限度額表昭和62年度
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